
学科の修得目標
全学の修得目標 ４要素

レベル１ レベル２

A 幅広い教養をもとに
豊 か な 人 間 性 と 倫
理観を身につけ、医
療、保健、福祉、教
育、職業などの現場
に対応し得る技術や
コミュニケーション
を実践できる

1 対象者及び取り巻く環境を理解し、説明する事が
出来る

知識・理解

2 国際化、情報化について理解し、説明することが
できる

多文化・異文化に関する知識をもって物事を判断
することができる

知識・理解

3 医療、保健、福祉、教育、職業について学修した
知識を説明できる

態度・志向性

4 人文科学、社会科学、自然科学の知識を説明でき
る

人文科学、社会科学、自然科学について幅広い関
心と知識を有する

知識・理解

5 基礎医学に関する知識を説明できる 知識・理解

6 臨床医学に関する知識を説明できる 知識・理解

7 作業療法の現場で患者の安全を図ることができる 汎用的技能

8 他者を取り巻く個人的、社会的状況を踏まえてコ
ミュニケーションを図ることができる

口頭・書面によるコミュニケーション・プレゼン
テーションの能力を有する

汎用的技能

B 身心の諸機能におけ
る作業療法に関し、
評価から治療に至る
一連のプロセスを正
しく理解し、効果的
で安全な基本的療法
を実践できる

9 作業を中心とした評価についてクライエントの状
況に合わせた評価の選択と意義について説明でき
る

知識・理解

10 作業を中心とした実践プロセスについてクライエ
ントの状況に合わせた使い方の意義も含め説明で
きる

知識・理解

11 作業療法に関する各領域の評価法を総合的に理解
し的確に実施ができる

問題を発見し、解決に必要な情報を収集・分析・
整理することで解決できる

汎用的技能

12 作業療法の実施状況に応じた治療計画の変更がで
きる

自律・自立して学修できる 態度・志向性

13 作業療法の治療手段を症例の状況などに合わせて
応用的に実践できる

獲得した資質・能力を総合的に活用し、自らが立
てた課題にそれらを適用することで解決すること
ができる

統合的な学習経験
と創造的思考力

C 地域生活におけるラ
イフステージに応じ
た文化や特性を正し
く理解し、科学的根
拠に基づいた効果的
で安全な基本的療法
を実践できる

14 ICF モデルを理解し、各構成要素を用いて情報収
集及びその分析が総合的にできる

多様な情報を収集・分析して適正に判断し、効果
的に活用できる

汎用的技能

15 クライエントの主体性を保障した、生活行為の合
意目標設定ができる

汎用的技能

16 地域医療の成り立ちを理解し、関連施設の特徴や
地域のニーズに応じたアプローチを実践できる

協働作業によって新たなものを構築することがで
きる

態度・志向性

修得目標　作業療法学科修得目標　作業療法学科
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科目区分 科　　目　　名
必修・
選択等
区分

配当
年次

【作業療法学科 2025 年度入学生】修得目標
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

共通教育科目

医療倫理学 必修 1 年 ○
生涯教育 必修 1 年 ○
心理学 選択 1 年 ○
心ころがるサイコロジー 選択 1 年 ○
日本史の転換点を見極める 選択 1 年 ○
医療コミュニケーション学 必修 1 年 ○
日本国憲法 選択 1 年 ○
経済のしくみ 選択 1 年 ○
国際理解の扉を開く（ポストコロニアル太平洋の探究） 選択 1 年 ○ ○
罪と罰を科学する 選択 1 年 ○
環境科学 選択 1 年 ○
生物学 選択 1 年 ○
安全と危機管理学 選択 1 年 ○
薬の現在・過去・未来 選択 1 年 ○
科学とはなんだろう 選択 1 年 ○
イノベーションをはじめよう 選択 1 年 ○ ○
価値デザイン入門 選択 1 年 ○ ○
文章表現法 必修 1 年 ○ ○ ○
郷土の歴史と文化と生活 必修 1 年 ○ ○ ○ ○ ○
職業教育 必修 1 年 ○ ○
医療統計学 必修 1 年 ○ ○
医療情報処理演習Ⅰ 必修 1 年 ○
医療情報処理演習Ⅱ 必修 1 年 ○
データサイエンス・AI 入門 選択 1 年 ○
英語Ⅰ 必修 1 年 ○ ○
英語Ⅱ 必修 1 年 ○ ○
中国語入門 選択 1 年 ○
コリア語入門 選択 1 年 ○
医用英語 選択 3 年 ○ ○
国際事情 自由 1 年 ○

専門基礎分野

解剖学Ⅰ 必修 1 年 ○
解剖学Ⅱ 必修 1 年 ○
解剖学実習 必修 1 年 ○
生理学Ⅰ 必修 1 年 ○
生理学Ⅱ 必修 1 年 ○
生理学Ⅲ 必修 1 年 ○
基礎運動学 必修 1 年 ○
臨床運動学 必修 1 年 ○
人間発達学 必修 2 年 ○ ○
臨床心理学 必修 1 年 ○ ○ ○
病理学 必修 2 年 ○ ○
整形外科学 必修 2 年 ○ ○
神経内科学 必修 2 年 ○ ○
精神医学 必修 2 年 ○ ○
内科学 必修 2 年 ○ ○
小児科学 必修 2 年 ○ ○
加齢と健康 必修 2 年 ○ ○
リハビリテーションと薬 必修 2 年 ○ ○
リハビリテーション医学 必修 2 年 ○ ○
病気の診断と検査 必修 3 年 ○ ○ ○
プレホスピタルケア概論 必修 1 年 ○ ○
リハビリテーション概論 必修 1 年 ○ ○ ○ ○
保健医療福祉概論 必修 1 年 ○
チーム医療 必修 3 年 ○ ○ ○ ○

専門分野

作業療法学入門セミナー 必修 1 年 ○
作業療法概論 必修 1 年 ○
基礎作業学 必修 1 年 ○ ○
作業科学 必修 1 年 ○
社会生活行為学概論 必修 2 年 ○ ○
基礎作業学実習 必修 1 年 ○ ○
基礎作業療法学演習 必修 1 年 ○
作業療法管理学 必修 2 年 ○ ○
基礎評価学概論 必修 2 年 ○
基礎評価学演習 必修 2 年 ○ ○
画像評価学 必修 2 年 ○ ○
身体機能評価学Ⅰ 必修 2 年 ○ ○
身体機能評価学演習Ⅰ 必修 2 年 ○ ○
身体機能評価学Ⅱ 必修 2 年 ○
身体機能評価学演習Ⅱ 必修 2 年 ○ ○
精神機能評価学 必修 2 年 ○
精神機能評価学演習 必修 2 年 ○
社会生活行為評価学演習 必修 2 年 ○ ○ ○
身体機能作業療法学Ⅰ 必修 3 年 ○
身体機能作業療法学演習Ⅰ 必修 3 年 ○ ○ ○
身体機能作業療法学Ⅱ 必修 3 年 ○ ○
身体機能作業療法学演習Ⅱ 必修 3 年 ○ ○
精神機能作業療法学 必修 3 年 ○ ○
精神機能作業療法学演習 必修 3 年 ○ ○
発達過程作業療法学 必修 3 年 ○ ○
発達過程作業療法学演習 必修 3 年 ○ ○
高齢期作業療法学 必修 3 年 ○ ○
高齢期作業療法学演習 必修 3 年 ○ ○
社会生活行為作業療法学 必修 3 年 ○ ○ ○ ○
社会生活行為作業療法学演習 必修 3 年 ○ ○ ○
地域作業療法学 必修 3 年 ○ ○ ○ ○
地域作業療法学演習 必修 3 年 ○ ○ ○ ○
義肢装具学 必修 2 年 ○ ○
総合作業療法学演習 必修 4 年 ○
身体機能作業療法学特論Ⅰ 選択 4 年 ○
身体機能作業療法学特論Ⅱ 選択 4 年 ○
精神機能作業療法学特論 選択 4 年 ○
発達過程作業療法学特論 選択 4 年 ○
高齢期作業療法学特論 選択 4 年 ○
社会生活行為作業療法学特論 選択 4 年 ○ ○ ○
臨床技能演習 必修 3 年 ○ ○ ○
早期見学実習 必修 1 年 ○ ○
地域作業療法見学実習 必修 2 年 ○ ○
臨床実習Ⅰ 必修 2 年 ○ ○ ○ ○
臨床実習Ⅱ 必修 3 年 ○ ○ ○ ○
臨床実習Ⅲ 必修 4 年 ○ ○ ○ ○ ○
卒業研究 選択 4 年 ○

カリキュラムマップ　作業療法学科カリキュラムマップ　作業療法学科

45


